
令和５年度 徳島地区渋滞対策協議会（第２回） 

議事概要 
 

 

１．日時：令和５年１２月１３日（水）１１：００～１２：００ 

 

２．場所：徳島県庁 １０階 大会議室 

 

３．議題 

（１）徳島地区渋滞対策協議会設置要綱の改訂について 

（２）これまでの経緯と今回の議題 

（３）ＴＤＭ施策について 

（４）ピンポイント渋滞対策について 

（５）災害による通行止め影響評価 

（６）徳島南部自動車道開通効果に関する基礎調査計画 

（７）徳島南部自動車道 阿南 IC（仮称）～立江噰渕 IC（仮称）の開通予定 

 

４．議事要旨 

 委員名簿の変更に伴う要綱の改訂ついて了解を得た。 

 ＴＤＭ施策の実施を予定している「国道５５号 勝浦川橋北詰交差点」、「県

道２９号徳島環状線 末広大橋北詰交差点」について、実施予定のＴＤＭ

施策内容について説明し、了解を得た。 

 ピンポイント渋滞対策の実施状況報告として、「県道３８号沖ノ洲徳島本

町線 安宅二丁目交差点」の対策効果について報告した。 

 ピンポイント渋滞対策を予定している「国道５５号 大野交差点」、「県道

２２号阿南勝浦線 上中町交差点」、「国道１１号 徳島本町交差点」につい

て、実施予定のピンポイント渋滞対策内容について説明し、了解を得た。 

 災害による通行止め影響評価として「吉野川橋の右岸側堤防道路（県道１

５号徳島吉野線）」が冠水した際における交通影響について報告した。 

 現道利用から徳島南部自動車道への経路転換需要を創出し、現道部の混雑

状況を緩和すべく、経路転換の推進に向け実施予定の基礎調査において、 

各種調査目的や概要に加え、調査スケジュール案についても説明を行い、

了解を得た。 

 令和７年度に開通予定である「徳島南部自動車道 阿南ＩＣ（仮称）～立

江噰渕ＩＣ（仮称）」について、開通予定や開通効果について報告した。 


